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１００年前の平塚で、グルメを追求した男は
食育の実践者でもあった。

　明治時代に書かれた村
むらいげんさい
井弦斎の小説『食道

楽』には多くの料理が出てきます。この小説
をもとに再現すると、魚のケズレーはグラタ
ンに近い味がするなど、どことなく今の料理
の何かを連想させます。グルメ小説として有
名になったこの小説ですが、「食育」という言
葉を世に広めた最初の本だということはあま
り知られていません。健康の基本は食事にあ
ると、世の中に伝えようとしたのです。

　そのほかの再現料理のレシピは、９月２５日（土）午前１０時から村井弦斎公園（八重咲町
２２-５）で開催する村井弦斎まつりの本部などで配布します（枚数に限りあり）。

小説『食道楽』に出てくるレシピの再現料理
（写真手前から時計回りに）鳥と米のスープ、揚げ
出し豆腐、エビのサラダ、コロッケ、魚のケズレー
協力：村井弦斎の会村井弦斎料理再現チーム
　　　食生活改善推進団体ママの会

食べることは生きること
村井弦斎が伝えたかった「食育」

◀2面

＜調理方法＞
①なべに無塩バターを入れ、タマネギに色が付かない
　ように３０分位よくいためる。
②①に水とガラスープの素を入れ、皮を取り除いた鳥
　もも正肉を加え、あくをすくいながら柔らかくなる
　まで、弱火でおよそ４～６時間煮る。
③②に白米を加え、少し煮込む。
④③をミキサーにかけてから裏ごしする。
⑤④に牛乳を加えて温め、塩と白こしょうで味を整える。
⑥パセリはみじん切りにし、クラッカーは砕き、出来
　上がったスープに散らす。

◆鳥と米のスープ（材料４人分）
・鳥もも正肉……………１５０g
・白米……………………３０g
・タマネギ………………７０g
・無塩バター……………７g
・水………………………５００cc
・ガラスープの素………小さじ１
・牛乳……………………２００cc
・塩………………………２g
・白こしょう……………適宜
・パセリ、クラッカー…適宜
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平成22年9月17日発行

　本文中に必要事項とある場合は、郵便番
号・住所・氏名・電話番号をご記入ください
　申し込み方法は次のとおりです
■�市役所への郵便物は〒254–8686　平塚市
役所○○課で届きます
■�申し込み開始日の記載がないものは９月�
2１日（火）午前8時30分から受け付けを開
始します

■メールで申し込む場合は
@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jp

をつけてください

市民活動センター
JR平塚駅

松原分庁舎

市民センター豊原
分庁舎

福祉会館
中央公民館

市役所・消防署
教育会館
青少年会館（青少年課）
中央図書館美術館

八幡山公園勤労会館

駅前市民
窓口センター

新館

市民プラザ

博物館

●イベント名
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●各イベントの
　必要事項

郵
送･

フ
ァ
ク
ス･

Ｅ
メ
ー
ル

●イベント名
●住所
●全員の氏名
●電話番号
●各イベントの
　必要事項

氏　
　

名

住 

所
往
復
は
が
き

返 信 往 信

お申し込み記入例

１０
月
１
日
は
国
勢
調
査
の
日

　

全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
９
月
２０
日（
祝
）〜
２２

日（
水
）調
査
員
が
各
家
庭
の
郵
便
受
け
に

「
国
勢
調
査
の
お
知
ら
せ
」を
配
付
、
２３
日

（
祝
）〜
３０
日（
木
）調
査
員
が
各
家
庭
を
訪

問
し
、
調
査
票
と
郵
送
提
出
用
封
筒
を
配

付
、
１０
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）調
査
票

の
提
出

※
詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
付
す
る「
国

勢
調
査
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
企
画
課（
☎
2１
―
８
７
９
７
）

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

▽
日
時　
９
月
20
日（
祝
）午
前
１0
時
～
正

午　

※
小
雨
決
行
。
大
雨
の
場
合
は
23
日

（
祝
）に
延
期

▽
会
場　
総
合
公
園（
平
塚
の
は
ら
っ
ぱ
、

野
外
ス
テ
ー
ジ
）

▽
内
容　
消
防
車
両
の
展
示
、
は
し
ご
車

の
搭
乗
体
験
、
消
防
用
機
器
の
展
示
・
実

演
、
消
防
部
隊
の
訓
練
の
見
学

問　
消
防
署
管
理
課（
☎
2１
―
９
６
１
４
）

入
札
資
格
認
定
申
請
を
受
け
付
け

　

平
成
23
・
24
年
度
に
市
が
行
う
競
争
入

札
に
参
加
す
る
た
め
の
申
請
で
す
。
か
な

が
わ
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
で
１0
月
１

日（
金
）～
１１
月
30
日（
火
）に
受
け
付
け
ま

す
。�

※
詳
し
く
は
市
の
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
　
契
約
検
査
課（
☎
2１
―
８
７
８
０
）

あ
さ
つ
ゆ
広
場
で
花
巻
友
好
都
市

フ
ェ
ア

　

Ｊ
Ａ
湘
南
の
農
産
物
直
売
所
で
、
花
巻

市
の
り
ん
ご
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
加
工

品
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
イ
ス
工
房

で
花
巻
産
の
り
ん
ご
を
使
用
し
た
特
製

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
発
売
し
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
１９
日（
日
）・
20
日（
祝
）、

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▽
会
場　
あ
さ
つ
ゆ
広
場（
寺
田
縄
４
２
４

―
１
）

問
　
農
水
産
課（
☎
35
―
８
１
０
２
）

秋
の
特
別
相
談
会

　

遺
言
・
相
続
相
談
会
以
外
は
予
約
不
要

で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
遺
言
・
相
続
な
ど（
事
前
予
約
制
）

▽
日
時
／
会
場　
１0
月
１
日（
金
）午
後
１

時
～
４
時
／
市
役
所
市
民
相
談
室　

◆
年
金
・
社
会
保
険
・
労
務
管
理

▽
日
時
／
会
場　
１0
月
７
日（
木
）午
前
１0

時
～
午
後
４
時
／
市
役
所
１
階
ホ
ー
ル

◆
民
事
・
家
事
の
調
停

▽
日
時
／
会
場　
１0
月
６
日（
水
）・
23
日

（
土
）、
午
後
１
時
30
分
～
４
時
／
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー

問　

市
民
情
報
・
相
談
課（
☎
2１
―
８
７

６
４
）

一
日
無
料
経
営
相
談
会

　

商
店
や
工
場
な
ど
の
経
営
全
般
、
店
舗

設
計
・
陳
列
の
ほ
か
、
金
融
、
経
営
上
の

問
題
に
つ
い
て
も
広
く
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　
９
月
22
日（
水
）午
後
１
時
30
分

～
４
時

▽
会
場　
大
神
公
民
館

▽
相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
神
奈

川
県
信
用
保
証
協
会
・
神
奈
川
県
・
平
塚

市
の
職
員

問　

産
業
振
興
課（
☎
2１
―
９
７
５
８
）

譲
り
ま
す
・
譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

不
用
品
の
登
録
や
あ
っ
せ
ん
は
、
随
時

電
話
な
ど
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
譲
り
ま
す　
子
ど
も
用
ベ
ッ
ド
、
電
子

ピ
ア
ノ
、
学
習
机
、
ビ
デ
オ
ラ
ッ
ク

▽
譲
っ
て
く
だ
さ
い
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
、
ミ
シ
ン
、
自
転
車

問　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
☎
5１
―
５
３

０
１
）

１０
月
の
ア
リ
ー
ナ
無
料
開
放
日

　
用
具
を
持
参
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
１0
月
5
日（
火
）午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽
利
用
種
目　

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

問
　
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
管
理
事
務
所

（
☎
25
―
０
０
１
１
）

　

約
１
０
０
年
前
、
夏
目
漱そ

う
せ
き石
や
森
鴎お

う
が
い外

な
ど
現
在
で
も
有
名
な
明
治
の
文
豪
た
ち

を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
が
平
塚
に

住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

彼
の
名
は
村
井
弦
斎
。彼
が
書
い
た『
食

道
楽
』の
発
行
部
数
は
１0
万
部
以
上
で
し

た
。
読
み
や
す
く
、
家
庭
で
役
立
つ
よ
う

に
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
こ
の
本
は
多
く
の

人
に
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

◆
村
井
弦
斎
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
か

　

村
井
弦
斎
は
、
文
久
３
年（
１
８
６
３

　小説『食道楽』や弦斎が平塚で暮ら
していたことにちなんだイベントを
開催します。
▷日時　９月25日（土）午前１0時〜午
　後3時　※小雨決行
▷会場　村井弦斎公園（八重咲町22―
　5・平塚駅南口から徒歩5分）
▷内容　野

のだて

点、琴・尺八の演奏、弦
　斎料理教室、弦斎書店など

問　社会教育課（☎35―8１24）

年
）に
現
在
の
愛
知
県
豊
橋
市
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
明
治
36
年
に
新
聞
小
説
と
し
て

連
載
し
た『
食
道
楽
』で
作
家
と
し
て
名
を

は
せ
ま
し
た
。
こ
の
小
説『
食
道
楽
』の
印

税
を
も
と
に
、
明
治
3７
年
に
現
在
の
平
塚

駅
の
南
へ
転
居
し
て
き
ま
し
た
。こ
こ
は
、

１
万
６
４
０
０
坪
と
い
う
広
大
な
土
地
で

し
た
。

◆
単
な
る
グ
ル
メ
小
説
で
は
な
い
。『
食
道

楽
』は
ど
ん
な
小
説
か　

　

小
説『
食
道
楽
』の
主
人
公
は
、
大
原
満

と
い
う
人
物
で
す
。
肥
満
気
味
で
食
生
活

に
関
し
て
は
無む

と
ん
ち
ゃ
く

頓
着
。
結
婚
相
手
と
し
て

選
ん
だ
お
登
和
に
よ
っ
て
食
生
活
が
改
善

さ
れ
て
い
く
と
い
う
話
で
す
。
こ
の
小
説

の
中
に
、
６
０
０
種
類
以
上
の
料
理
の
名

前
と
多
く
の
そ
の
レ
シ
ピ
が
出
て
く
る
た

め
、
グ
ル
メ
小
説
と
し
て
有
名
に
な
り
ま

し
た
。し
か
し
、村
井
弦
斎
が
伝
え
た
か
っ

た
の
は
料
理
の
レ
シ
ピ
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

◆『
食
道
楽
』に
出
て
く
る「
食
育
」

　
「
食
育
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
生

涯
に
わ
た
っ
て
健
康
的
な
食
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
食
に
関
し
て
広
く
教
育
を
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
平
成
１７

年
に
食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
ろ
、

食
育
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
近
の
言
葉
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い

弦斎関連の商品や食
品の販売もあります

▲村井弦斎　６２歳ごろ

こ
の「
食
育
」。
１
０
０
年
前
に
出
版
さ
れ

た
こ
の
小
説
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
体
育
の
根
源
も
食
物
に
あ
る
し
、
知

育
の
根
源
も
食
物
に
あ
る
、
し
て
見
る
と

体
育
よ
り
も
知
育
よ
り
も
食
育
が
大
切
で

は
な
い
か
と
よ
く
そ
う
申
し
ま
す
。
―
―

　
『
食
道
楽
』秋
の
巻
　
第
二
百
五
十
二
食

育
論
か
ら
抜
粋　

　

こ
の
よ
う
に
、
健
康
的
な
生
活
の
基
礎

は
食
事
で
あ
る
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

村
井
弦
斎
が
伝
え
た
か
っ
た
食
事
の
大

切
さ
。
こ
の
機
会
に
各
家
庭
の
食
卓
で
も

話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　

ベストセラーと　
なった『食道楽』

さまざまな体験コーナー
もあります

『食道楽』秋の巻
第二百五十二の見出し

９
月
納
期
の
市
税・手
数
料

▽
対
象
　

①
固
定
資
産
税（
第
３
期
）

②
国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
３
期
）

④
介
護
保
険
料（
第
４
期
）

⑤
清
掃
し
尿
従
量
手
数
料（
第
６
期
）

⑥
清
掃
し
尿
ご
み
定
額
手
数
料（
第
２
期
）

▽
納
期
最
終
日
　
９
月
30
日（
木
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

①
市
税
総
務
課 （
☎
2１
―
８
７
６
９
）

②
③
保
険
年
金
課 （
☎
2１
―
８
７
７
５
）

④
介
護
保
険
課 （
☎
2１
―
８
７
９
０
）

⑤
⑥
環
境
業
務
課 （
☎
2１
―
８
７
９
６
）

市民活動センターまつり
同時開催　みんなの消費生活展
　市民活動センターを活動の拠点にして
いる団体が普段の活動の成果を発表しま
す。また、同時開催の「みんなの消費生
活展」では、暮らしに役立つ知恵や情報
を紹介します。
▷日時　９月25日（土）午前１0時〜午後3時
　30分
▷会場　市民活動センター
▷内容　市民活動団体による活動の発表
　と展示、バザー、スタンプラリー、消
　費者団体・行政による展示など

問　市民活動センター（☎2１―７5１７）
　◆「ＮＰＯ法人設立の仕方と法人化の
　メリット・デメリット」を開催
▷日時　１0月22日（金）午後6時〜8時
▷会場　市民活動センター
▷定員　40人（先着順）
申　住所・氏名・電話番号と団体名（市
　民活動をしている方のみ）を市民活動
　センター（薨22―3７0１・☎2１―７5１７・
　 �hira-sc@mb.scn-net.ne.jp）へ
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広報ひらつか　第917号

阿部吉朗
YOSHIRO ABE

FW
11

　リーグ戦は、残り少なくなり一戦一戦の重
みを感じます。最後までベルマーレらしく粘
り強い戦いをし、Ｊ１に残留できるように戦っ
ていきます。僕自身は、ＦＷとしてチームを
助けるゴールを決めたいと思います。

▷前売り券　自由席大人2,500円、��小・中学
　生、　高校生・シニア800円ほか
※チケットは梅屋本館１階サービスカウン
　ター、コンビニなどで販売します

阿部吉朗選手からのメッセージ

明
る
い
選
挙
を
目
指
す
標
語

　

一
般
の
部
は
一
人
３
点
ま
で
、
中
学
生

の
部
は
一
人
１
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
か
ら
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
対
象　
一
般
の
部
・
市
内
在
住
の
方（
中

学
生
を
除
く
）、
中
学
生
の
部
・
市
内
の

市
立
中
学
校
に
通
学
の
方　

申　

一
般
の
部
は
、
は
が
き
に
作
品
・

必
要
事
項
・
年
齢
を
記
入
し
、
１0
月
2９

日（
金
）ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
2１
―
８
７
９
５
）へ　

※
中
学
生
の
部
は
、
は
が
き
サ
イ
ズ
の
用

紙
に
記
入
し
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

仕
事
復
帰
を
目
指
す
看
護
師
・
助

産
師
さ
ん
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

出
産
や
子
育
て
な
ど
で
現
在
仕
事
を
し

て
い
な
い
看
護
師
・
助
産
師
の
資
格
を
持

つ
方
が
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
仕
事

に
復
帰
す
る
不
安
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
①
１0
月
１９
日（
火
）・
20
日（
水
）

②
１0
月
2１
日（
木
）・
22
日（
金
）、
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

※
２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
１
日

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す

▽
会
場　
市
民
病
院　

▽
内
容　
最
新
の
医
療
・
看
護
の
動
向
や

感
染
管
理
の
基
礎
知
識
の
話
と
病
棟
実
習

申�

市
民
病
院
看
護
科（
☎
32
―
０
０
１
５
）

子
ど
も
英
語
教
室

　

歌
や
工
作
、
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
発
音
や

チ
ャ
ン
ツ（
英
語
独
特
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚

の
習
得
）を
体
験
し
ま
す
。１0
月
30
日（
土
）

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
も
し
ま
す
。　

▽
日
時
／
会
場　
１0
月
９
日
・
１6
日
・
23

日
・
30
日
の
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分
、
全
４
回
／
青
少
年
会
館

▽
対
象
　
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生

小
学
校
入
学
前
の
健
診
を
実
施

　

平
成
23
年
４
月
に
市
内
の
小
学
校
へ
入

学
す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
入
学
前
の
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
該
当
す
る
お
子

さ
ん
が
い
る
家
庭
に
は
１0
月
上
旬
に
通
知

を
送
り
ま
す
。
な
お
、
通
知
書
が
届
か
な

い
場
合
や
外
国
籍
の
お
子
さ
ん
で
入
学
を

希
望
す
る
場
合
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

学
務
課（
☎
35
―
８
１
１
８
）

市
民
病
院
の
産
科
病
棟
が
準
個
室

ユ
ニ
ッ
ト
で
快
適
に
な
り
ま
し
た

　

産
科
病
棟
の
４
人
床
を
間
仕
切
り
家
具

で
仕
切
り
、
個
室
風
に
改
善
し
ま
し
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
快
適
な
療
養
環

境
を
提
供
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
民
病

院
の
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
設
置
病
室　
産
科
病
棟
の
４
室
、
１6
床

問　

病
院
総
務
課（
☎
32
―
０
０
１
５
）

目
の
健
康
講
座
と
相
談
会

▽
日
時
　
１0
月
３
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時

▽
会
場　

平
塚
プ
レ
ジ
ー
ル（
八
重
咲
町

３
―
８
）

▽
内
容　

目
の
健
康
講
座「
白
内
障
手
術

に
つ
い
て
」、
眼
科
医
に
よ
る
無
料
健
康

相
談

問　

健
康
課（
☎
55
―
２
１
１
１
）

神
奈
川
デ
フ
ウ
ェ
イ
２
０
１
０

　

聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
と
健
聴
者
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
１0
月
３
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分

▽
会
場　
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

講
演「
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
ろ

う
文
化
」、
平
塚
ろ
う
学
校
の
和
太
鼓
演

奏
、
模
擬
店
、
福
祉
機
器
展
な
ど

問　

障
が
い
福
祉
課（
☎
2１
―
８
７
７
４
・

薨
35
―
５
７
７
０
）

認
知
症
の
人
の
世
界
を
知
ろ
う

　
認
知
症
の
予
防
法
や
対
応
に
つ
い
て
学

び
ま
し
ょ
う
。
講
演
会
に
は
一
般
の
方
も

参
加
で
き
ま
す
。

▽
期
日　
１0
月
１0
日（
日
）

▽
内
容　

介
護
家
族
交
流
会（
午
前
１0
時

～
正
午
）、
講
演
会（
午
後
１
時
～
３
時
）

▽
会
場　
中
央
公
民
館

問　

高
齢
福
祉
課（
☎
2１
―
８
７
７
８
）

自
宅
で
で
き
る
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
が
対
象
で
す
。

会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。
動
き
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
編（
先
着
30
人
）

▽
日
時　
９
月
30
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

▽
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

◆
ひ
き
し
め
筋
ト
レ
編（
先
着
30
人
）

▽
日
時　
１0
月
７
日（
木
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

▽
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
５
０
０
㍉
㍑
の
空
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
２
本

申　

健
康
課（
☎
55
―
２
１
１
１
）

く
す
の
木
体
操
教
室

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
健
康
推
進

員
が
講
師
で
す
。
当
日
は
動
き
や
す
い
服

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
／
会
場　
９
月
28
日（
火
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
金
目
公
民
館

▽
持
ち
物　
室
内
用
運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
飲
み
物

問　

健
康
課（
☎
55
―
２
１
１
１
）

地
域
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　

講
演
会
の
参
加
申
し
込
み
時
に
希
望
し

た
方
に
は
足
指
力
測
定（
先
着
１00
人
）を
実

施
し
ま
す
。

▽
日
時　
１0
月
23
日（
土
）午
前
１0
時
～
正
午

▽
会
場　
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く

健
康
づ
く
り
を
行
う
秘
け
つ
な
ど

▽
講
師　

岩
永
俊
博
さ
ん（
医
師
・
ヘ
ル

ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
）

申　

９
月
１７
日（
金
）か
ら
健
康
課（
☎
55

―
２
１
１
１
）へ

家
族
介
護
者
交
流
教
室

▽
日
時　
１0
月
22
日（
金
）午
前
１0
時
45
分

～
午
後
２
時
30
分

▽
会
場　

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
神
奈
中（
八

重
咲
町
６
―
１8
）

▽
内
容　
メ
ン
タ
ル
面
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

方
法
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど

▽
対
象
／
定
員　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
方

／
先
着
30
人

▽
参
加
費　
１
６
０
０
円（
昼
食
代
・
材

料
費
）

▽
申
し
込
み　
ダ
ス
キ
ン
ホ
ー
ム
イ
ン
ス

テ
ッ
ド
大
磯
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎
０
１
２

０
―
７6
―
６
５
８
０
）へ

問　

高
齢
福
祉
課（
☎
2１
―
８
７
７
８
）

口こ
う
く
う腔
機
能
の
低
下
と
そ
の
予
防

▽
日
時
／
会
場
　
１0
月
2１
日（
木
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
／
中
央
公
民
館

▽
対
象　
65
歳
以
上
の
方
と
そ
の
家
族

▽
内
容　
歯
科
医
師
か
ら
の
話
と
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
口
の
体
操
の
紹
介

▽
講
師　

松
井
宏
榮
さ
ん（
歯
科
医
師
・

松
井
歯
科
医
院
）

▽
持
ち
物　
手
鏡（
お
持
ち
の
方
）、
筆
記

用
具

高齢者よろず相談センター
「ごてん」

中原・南原・松が丘地区担当
（御殿二丁目１７-42・☎3１-6９5７）

　「ごてん」が担当する地区の
高齢化の率は、市内でちょうど
中間です。しかし、実際には地
域により、高齢の方が多く住ん
でいるところもあります。民生
委員などと協力をし、高齢者の
方の不安を取り除くために頑
張っています。
　最近、私たちのことを「よ
ろずやさん」と呼んでくれる方
もいます。身近な施設と感じて
もらえるとうれしいですね。高
齢の方に元気でいてもらうた
めに、まずは私たちが元気に接
するように心がけています。

SCN湘南チャンネルで９月30日（木）までの毎日午前１１時30分からと午後９時
45分からの5分間「ごてん」が紹介されます。

私たちが相談を受けます
▲写真左手前から
　松本知子さん（看護師）
　　柴咲さん（社会福祉士）
　野村典子さん（社会福祉士）
　坂本佳総さん（ケアマネジャー）

 第23節 ９月１８日（土）１９：００ 湘南−川崎 平塚
 第2４節 ９月2５日（土）１６：００ 山形−湘南 NDスタ
 第2５節 １０月3日（日）１５：００ FC東京−湘南 国立 

　地域包括支援センターの呼び
名が「高齢者よろず相談セン
ター」になりました。担当地区ご
とに、8つのセンターが高齢者の
生活や介護、健康に関する相談
を受け付けています。担当して
いるセンターについてはお問い
合わせください。　
問　高齢福祉課（☎2１―8７７8）

▽
定
員　
50
人（
先
着
順
）

申　

高
齢
福
祉
課（
☎
2１
―
８
７
７
８
）

転
倒
骨
折
予
防
教
室

　
年
度
内
に
２
回
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
１0
月
１3
日
～
１2
月
１
日
の
水
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
全
７
回

▽
会
場　

サ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
湘
南（
田
村

二
丁
目
１１
―
５
）

▽
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
介

護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

▽
内
容　
運
動
機
能
測
定
、ス
ト
レ
ッ
チ
、

筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動

▽
定
員　
25
人（
先
着
順
）　

※
初
め
て
の

方
を
優
先
し
ま
す

▽
持
ち
物　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▽
申
し
込
み　

わ
か
ば
健
康
倶く

ら

ぶ

楽
部（
☎

35
―
７
０
０
２
）へ

問　

高
齢
福
祉
課（
☎
2１
―
８
７
７
８
）

▽
定
員　
１5
人（
抽
選
）

▽
講
師　

和
田
ゆ
き
か
さ
ん（
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
認
定
英
語
指
導
者
）

▽
持
ち
物　
筆
記
用
具
、
は
さ
み
、
ク
レ

ヨ
ン

申　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

参
加
教
室
名
・
必
要
事
項（
氏
名
に
は
ふ

り
が
な
）・
学
年
を
９
月
2７
日（
月
）ま
で
に

青
少
年
課（
〒
254
―
００4１
浅
間
町
１2
―
4１
・

薨
3１
―
１
４
４
１
・
☎
32
―
７
０
２
９
・

seishonen@

）へ

市
民
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

　

平
塚
の
新
し
い
観
光
資
源
の
発
掘
の
た

め
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
申
し
込
み　
市
内
の
公
民
館
、
市
観
光

協
会
の
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
応
募
用
紙
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
９
月
30
日

（
木
）ま
で
に
市
観
光
協
会（
〒
254
―
０８2１
松

風
町
2
―
１0
・
薨
20
―
５
１
５
０
）へ

問　

商
業
観
光
課（
☎
35
―
８
１
０
７
）



　会場は美術館です。応募者多数の場合は抽選です。
①銅版画入門エッチングで作るオリジナルカード
　銅版画の技法エッチングを学びます。
好きな絵を彫ってカードを作ります。
▷日時　１０月１５日（金）午後１時３０分～４時
　３０分
▷対象／定員　高校生以上／１６人
▷講師　城戸宏さん（版画工房主宰）
▷材料費　８００円
▷締め切り　９月３０日（木）
②藍

あ い

の絞り染め体験
　自分だけの手ぬぐいを作ります。
▷日時　１０月１７日（日）午後１時～４時３０分
▷対象／定員　高校生以上／１６人
▷材料費　１，５００円
▷締め切り　９月３０日（木）
③パステルアートで自分発見
　心のままにパステルの粉を使って「心
が元気になる感じ」を引き出します。
▷日時　１０月２３日（土）午前１０時～正午
▷対象／定員　中学生以上／２０人
▷講師　福山恵美子さん（アートセラピスト）
▷材料費　２００円
▷締め切り　１０月７日（木）
④和の伝統書籍「折本」作りを楽しむ
　長い紙をジグザグに折り畳んで、和の
伝統書籍作りを体験しましょう。
▷日時　１０月２４日（日）午後１時３０分～４時
　３０分
▷対象／定員　高校生以上／２０人
▷講師　長谷部雄三さん・小林喜代美さん（表装文化伝承支援協会理事）
▷材料費　１，０００円
▷締め切り　１０月９日（土）
申　はがき、ファクス、Ｅメールで、プログラム名・郵便番号・住所・
氏名（氏名にはふりがな）・電話番号・年齢を美術館ワークショップ担当

（〒２５４−００７３西八幡一丁目３―３・薨３５―２７４１・☎３５―２１１１・ art-muse@）へ
※メールでの申し込みは、タイトルを「ワークショップ応募」に　　

▷ 日 時　９月１８日（土）～１１
　月７日（日）、午前９時３０分
　～午後５時
　※毎週月曜日は休館。ただし、 
　９月２０日（祝）と１０月１１日（祝）
　は開館し、翌日休館
▷会場　美術館
▷観覧料　一般２００円、高校
　生・大学生１００円　※６５歳
　以上の市民の方は無料な
　ど、割引情報を美術館の
　ウェブに掲載しています

ス
ペ
イ
ン
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
密
度

磯
江
毅
展

《バニータスII（闘病）》
2006-07年

平成22年9月17日発行広報ひらつか 第919号 ４

母子健康手帳を忘れずにお持ち
ください。教室の詳細は、出生
届を提出のときに配付した子育
て情報ファイル「すてっぷ」や市
のウェブに掲載しています。

　母親父親教室　
歯の衛生・妊娠中の過ごし方
妊婦さんとご家族が対象

２日（土）１３時３０分～１５時１５分

調理実習で学ぶ妊娠中と産後の栄養　
※予約制　妊婦さんとご家族が対象

９日（土）１０時３０分～１４時

お産の進み方と産後の過ごし方など
※祖父母教室もあります
妊娠８か月以降の方とご家族が対象

１５日（金）１３時３０分～１５時１５分

赤ちゃんのおふろ・妊婦体験
妊娠８か月以降の方とご家族が対象

２９日（金）１３時３０分～１５時３０分

　離乳食の教室　※１週間前までに予約を
ごっくん離乳食教室 ５～６か月児対象 ２８日（木）１３時３０分～１４時４０分
もぐもぐ離乳食教室 ７～８か月児対象 ８日（金）・２２日（金）、１３時３０分

～１５時
カミカミ離乳食教室 ９～１２か月児対象 ７日（木）１０時３０分～１１時３０分
離乳食卒業教室
１歳１か月～１歳６か月児対象

２６日（火）１０時３０分～１１時３０分

出張ダイジェスト版離乳食教室
５か月～１歳６か月児対象

１９日（火）１３時３０分～１５時／旭
北公民館

　子育て教室　※予約制
のびのびキッズ　２歳児教室
楽しい食事と好き嫌い

２９日（金）１０時３０分～１１時３０分

すくすく子育て教室　５～６か月児対象
赤ちゃんの病気と育児、遊び方など

２０日（水）１３時３０分～１５時１５分
ブックスタートも同時開催　

歯っぴい教室 １～１歳３か月児対象
歯のお手入れ方法を学びます　

５日（火）１０時～１１時

　歯科健康診査　※予約制
２歳１か月～２歳６か月児対象 １３日（水）１３時３０分～１４時３０分

２８日（木） ９時３０分～１０時３０分

　　　平塚駅北口から「下
島・大島経由田村車庫行き」
または「平間・大島経由伊勢
原駅南口行き」、「湘南車検場
前」下車、大人片道230円

バス

問い合わせ
☎55-2111

保健センター
（東豊田448-3）

10月のカレンダー

出産できます。ペットとして飼われ
た猫が不妊・去勢手術を受けないま
ま捨てられてしまった場合、大繁殖
してしまうそうです。
　のら猫は人間が作り出したもの、
のら猫の問題は人間の問題でもあり
“共生”していくことが大切です。「地
域猫」活動から始まった小山さん、
行政と連携して、近隣のコミュニ
ケーションを活発にし、災害や福祉
の面などにも取り組んでいきたいと
のことです。（平塚のら猫を減らす会
の連絡先　☎0８0−５５３6−77４6）

　「単に猫好きの立場ではなく、猫
の嫌いな人、触れない人のために『地
域猫』をまちづくりにつなげていき
たい」と、語る小山さん。
　「地域猫」とは、のら猫を不妊・去
勢手術し、元いた場所に戻しえさの
管理、ふんの始末などを行うことで、
生活の場を与えられた猫とのこと。
のら猫を「地域猫」とすることで、将
来的には飼い主のいないのら猫を減
らすことができるそうです。
　猫は生後６か月にもなれば、約２か
月の妊娠期間で４～５匹を年に３～４回

9月20日〜26日の7日間は動物愛護週間です。人と猫が幸せに暮らせる、やさしいまちづくり
を目指し活動する「平塚のら猫を減らす会」代表の小山昇さんにお話を聞きました。

【レポーター】
大塚満津子さん

（市政モニター）
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▷受け付け　午後１時３０分～２時３０分
▷持ち物　母子健康手帳、体温計、    
　筆記用具、上履き（総合体育館で
　はスリッパ禁止、保健センターは
　不要）
※次のお子さんは接種できません
・体温が３７.５℃以上ある
・下痢をしている
・直前に受けた予防接種および、特
　定の疾患が治ゆしてから一定期間
　が経過していない
※自家用車で来場の方は、保健セン
ターまたは総合体育館をご利用くだ
さい

期日 会場
９ 月 ２９ 日（水）保健センター
１０ 月 １ 日（金）保健センター

１０ 月 ４ 日（月）なぎさふれあい
センター　　　

１０ 月 ６ 日（水）総 合 体 育 館
１０ 月 １５ 日（金）金 目 公 民 館
１０ 月 １８ 日（月）神 田 公 民 館
１０ 月 ２０ 日（水）旭 南 公 民 館
１０ 月 ２６ 日（火）保健センター
１０ 月 ２８ 日（木）総 合 体 育 館

ポリオ（小児まひ）生ワクチン　問　健康課（☎５５−２１１１）

③細菌の増加を防ぐ
　よくかんで食べるには次のよ
うなコツがあります。
①一口の量は少なめに
②水分で流し込まない
③歯ごたえのある食材を取り入
れる
　会話をしながら楽しく食事を
することも忘れずに。

　よくかんで食事をすること
は、口やあごの正常な発育や脳
の発達、胃腸の働きを促します。
　また、よくかむことでだ液の
分泌量が増え、虫歯予防につな
がります。だ液の働きには次の
ようなものがあります。　
①初期の虫歯の回復を促す
②口の中の汚れを洗い流す

よくかんで虫歯予防

▷日時　１１月２７日（土）午後５時３０分開演
▷会場　平塚駅ビルラスカ６階ラスカホール
▷出演　春風亭小柳枝さん、滝川鯉昇さん
▷入場料　前売り２，５００円、当日３，０００円　※全席自由
▷チケット　９月２６日（日）午前１０時から文化事業課（市民センター内・☎３２
　―２２３７）、山野楽器ラスカ店ほかで販売　※電話予約は市民センターのみ
　で受け付けます
問　文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課（☎３２―２２３７）

【育児相談】 毎週水曜日　午前9時３0分〜１0時３0分
　　　　　 生活、歯の衛生、食事、母乳の相談

【メールで答える離乳食相談室】
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kenko/kodomo-soudan-mail.htm

　３か月～７歳６か月未満のお子
さんが接種の対象です。事前の
予約は不要です。
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問　健康課（☎５５−２１１１）

　赤ちゃんの病気のこと、応急手当ての
方法のほか、楽しい遊び方の紹介などを
親子で楽しみながら学べるメニューが
いっぱいの教室です。

湘南百番寄席 in ラスカ 春風亭小
こ り ゅ う し

柳枝 滝川鯉
りしょう

昇 二人会

美術館でアートにふれる一日を過ごしませんか
問　美術館（☎３５―２１１１）
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